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専
決
処
分

▲
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ

と
に
つ
い
て
の
専
決
処
分

　

自
動
車
事
故
の
損
害
賠
償

▲
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ

と
に
つ
い
て
の
専
決
処
分

　

自
動
車
事
故
の
損
害
賠
償

人
事
案
件

▲
山
県
市
高
富
財
産
区
管
理
委

員
の
選
任
同
意

　

久
保
田 
　

　

杉
山
正
樹

条
例

▲
山
県
市
非
常
勤
の
特
別
職
職

員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

選
挙
関
係
の
特
別
職
職
員
の

報
酬
の
改
正
と
ピ
ッ
コ
ロ
療
育

セ
ン
タ
ー
指
導
員
を
設
置
し
報

酬
を
追
加

▲
山
県
市
小
口
融
資
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

小
口
零
細
企
業
保
証
制
度
に

対
応
す
る
た
め
改
正

▲
山
県
市
農
業
集
落
排
水
処
理

施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

公
共
下
水
道
の
料
金
体
系
に

合
わ
せ
て
変
更

▲
山
県
市
下
水
道
条
例

　

管
理
運
営
、
使
用
に
関
し
必

要
事
項
を
制
定

▲
山
県
市
下
水
道
事
業
受
益
者

負
担
金
に
関
す
る
条
例

　

受
益
者
負
担
金
（
一
般
世
帯

二
十
一
万
円
）
等
必
要
事
項
を

制
定

▲
山
県
市
火
災
予
防
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

建
築
基
準
法
施
行
令
の
改
正

に
伴
い
引
用
条
項
を
改
正

条　
　

例

平
成
十
九
年
第
三
回
定
例
会
を
、九
月
十
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
の
十
八
日
間
の
会
期
で
行
い
ま
し
た
。
専
決
処
分
二
件
・

人
事
案
件
一
件
・
条
例
八
件
・
補
正
予
算
六
件
・
決
算
二
件
・
そ
の
他
一
件
・
意
見
書
一
件
を
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
請
願
が
二
件
あ
り
、
一
件
は
議
会
運
営
委
員
会
に
付
託
・
一
件
は
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

人
事
案
件

専
決
処
分

第第第第第第第第第第第第第第
三三三三三三三三三三三三三三
回回回回回回回回回回回回回回
定定定定定定定定定定定定定定
例例例例例例例例例例例例例例
会会会会会会会会会会会会会会

第
三
回
定
例
会　

決決決決決決決決決決決決決決
算算算算算算算算算算算算算算
認認認認認認認認認認認認認認
定定定定定定定定定定定定定定
なななななななななななななな
どどどどどどどどどどどどどど
十十十十十十十十十十十十十十
九九九九九九九九九九九九九九
議議議議議議議議議議議議議議
案案案案案案案案案案案案案案
をををををををををををををを
可可可可可可可可可可可可可可
決決決決決決決決決決決決決決

決
算
認
定
な
ど
十
九
議
案
を
可
決

▲
政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の

山
県
市
長
の
資
産
等
の
公
開

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

日
本
郵
政
公
社
が
解
散
す
る

こ
と
に
伴
い
改
正

▲
山
県
市
道
路
占
用
料
徴
収
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

日
本
郵
政
公
社
が
解
散
す
る

こ
と
に
伴
い
改
正

決
算
認
定

▲
平
成
十
八
年
度
山
県
市
一
般

会
計
及
び
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定

決
算
認
定
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十
六
万
七
千
九
百
十
一
円
・

事
業
費
用
三
億
二
千
四
百
八

十
六
万
七
百
三
十
五
円

�
資
本
的
収
入
九
億
二
千
九
百

二
万
九
千
三
百
九
十
三
円
・

資
本
的
支
出
十
三
億
七
百
五

十
九
万
五
千
六
百
九
十
七
円

　

不
足
額
は
過
年
度
分
損
益
勘

　

定
留
保
資
金
等
で
補
て
ん

補
正
予
算

▲
平
成
十
九
年
度
山
県
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
四
千
五
十
一
万
八
千
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
百
十
五
億
六

千
七
百
六
十
一
万
七
千
円
と
す

る▲
平
成
十
九
年
度
山
県
市
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
一
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

補
正
予
算

�
一
般
会
計
歳
入
総
額
百
二
十

八
億
五
千
四
百
六
万
二
千
三

百
八
十
円
・
歳
出
総
額
百
二

十
一
億
千
四
百
七
十
九
万
三

百
四
十
六
円

�
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳

入
総
額
二
十
九
億
六
千
四
十

七
万
八
千
百
九
十
二
円
・
歳

出
総
額
二
十
九
億
千
九
十
七

万
二
千
八
百
三
十
八
円

�
老
人
保
健
特
別
会
計
歳
入
総

額
二
十
九
億
三
千
九
百
九
十

五
万
三
千
七
百
八
十
三
円
・

歳
出
総
額
二
十
九
億
八
百
九

万
六
百
三
十
四
円

�
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
総

額
十
七
億
六
千
百
七
十
三
万

三
千
五
百
四
円
・
歳
出
総
額

十
四
億
七
千
五
百
九
十
四
万

四
千
八
百
八
十
二
円

�
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
歳

入
総
額
一
億
三
千
六
百
六
十

九
万
二
千
七
百
三
十
円
・
歳

出
総
額
一
億
八
百
五
十
四
万

七
百
六
十
九
円

�
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
歳
入
総
額
四
億
六
千
六
十

四
万
七
千
八
百
六
十
四
円
・

歳
出
総
額
四
億
六
千
四
十
五

万
三
千
三
百
九
十
四
円

�
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

歳
入
総
額
二
十
四
億
五
千
七

百
十
七
万
七
百
五
十
九
円
・

歳
出
総
額
二
十
四
億
五
千
七

百
十
万
八
千
二
百
九
十
二
円

�
高
富
財
産
区
特
別
会
計
歳
入

総
額
二
百
九
十
四
万
八
千
二

百
七
十
八
円
・
歳
出
総
額
百

七
十
一
万
五
千
二
百
二
十
九

円
�
地
域
情
報
化
事
業
特
別
会
計

歳
入
総
額
二
億
二
千
二
百
六

万
六
千
六
百
八
十
七
円
・
歳

出
総
額
二
億
千
四
百
六
十
六

万
千
八
百
二
円

▲
平
成
十
八
年
度
山
県
市
水
道

事
業
会
計
決
算
の
認
定

�
事
業
収
益
三
億
七
千
九
百
二

れ
ぞ
れ
七
千
八
百
九
十
六
万
二

千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
十
八
億

四
千
九
十
六
万
二
千
円
と
す
る

▲
平
成
十
九
年
度
山
県
市
簡
易

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
一
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
百
七
十
二
万
四
千
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
そ
れ
ぞ
れ
七
千
八
百
九
十

万
千
円
と
す
る

▲
平
成
十
九
年
度
山
県
市
地
域

情
報
化
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
一
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
百
十
二
万
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

そ
れ
ぞ
れ
二
億
八
千
百
十
二
万

千
円
と
す
る
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▲
平
成
十
九
年
度
山
県
市
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
一

号
）

　

業
務
の
予
定
量
・
収
益
的
収

入
及
び
支
出
の
予
定
額
・
資
本

的
支
出
の
予
定
額
の
補
正

▲
平
成
十
九
年
度
山
県
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
四
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
千
三
十
四
万
七
千
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
そ
れ
ぞ
れ
百
十
五
億
七
千

七
百
九
十
六
万
四
千
円
と
す
る

そ
の
他

▲
山
県
市
体
育
施
設
の
指
定
管

理
者
の
指
定

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　

た
か
と
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

請
願

▲
山
県
市
議
会
議
員
選
挙
に
お

け
る
ポ
ス
タ
ー
代
水
増
し
詐

欺
事
件
を
受
け
て
議
会
の
自

主
解
散
を
求
め
る
請
願

　

議
会
運
営
委
員
会
に
付
託
し
、

継
続
審
査
と
し
た

▲
山
県
市
議
会
議
員
選
挙
公
営

制
度
ポ
ス
タ
ー
制
作
費
不
正

請
求
に
関
わ
る
議
員
の
辞
職

勧
告
を
す
る
こ
と
を
求
め
る

請
願

　

司
法
の
結
論
が
出
な
い
う
ち

に
辞
職
勧
告
す
る
べ
き
で
は
な

い
と
し
て
不
採
択

意
見
書

▲
過
疎
地
域
自
立
・
活
性
化
の

た
め
の
新
立
法
措
置
に
関
す

る
意
見
書

　

過
疎
地
域
の
現
状
は
、
高
齢

化
や
産
業
の
衰
退
で
地
域
社
会

の
活
力
が
極
端
に
低
下
し
て
お

り
、
現
行
過
疎
地
域
自
立
促
進

特
別
措
置
法
の
失
効
後
に
お
い

て
も
地
域
の
自
立
・
活
性
化
を

促
進
す
る
た
め
新
た
な
立
法
措

置
を
講
じ
ら
れ
る
よ
う
求
め
る

　
平
成
十
九
年
第
二
回
臨
時
会
を
七
月
十
九
日
に
開
催
し
ま

し
た
。 

そ
の
他

請
願

意
見
書

議
長
の
辞
職

議
長
の
選
挙
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平
成
二
十
四
年
十
月
山
県

市
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
馬
術

競
技
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
今

か
ら
大
変
楽
し
み
に
す
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
会
場
整
備
と

進
入
路
等
の
整
備
に
つ
い
て
、

大
会
終
了
後
の
跡
地
利
用
も

考
慮
に
入
れ
た
考
え
は
。

　

わ
が
国
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ

の
祭
典
で
あ
る
国
体
は
、
地

域
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
推
進
を

は
じ
め
活
力
あ
る
地
域
づ
く

り
や
人
づ
く
り
を
推
進
す
る

絶
好
の
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。

今
後
は
、
準
備
委
員
会
を
設

立
し
て
取
組
む
予
定
で
す
。

　

少
年
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

会
場
と
な
る
市
総
合
体
育
館

は
、
床
面
の
補
修
等
一
部
修

繕
を
し
て
使
用
し
ま
す
。

　

馬
術
会
場
と
な
る
大
桑
椿

野
の
約
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土

地
は
、
平
成
二
十
四
年
の
本

大
会
に
向
け
て
整
備
を
進
め

ま
す
。
ま
た
、
進
入
路
は
国

体
及
び
国
体
終
了
後
の
公
園

整
備
の
計
画
も
含
め
て
今
後

検
討
し
て
参
り
ま
す
。

一 般 質 問  
平成十九年 

第三回 
定例会 

七人の議員が市政を問う 

ここが聞きたい 『 』 まちづくり 

国
体
会
場
整
備
に
つ
い
て横

山
哲
夫　

議
員

問
準
備
委
員
会
を
設
立
し
て
推
進

嶋
井
副
市
長

答
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東
海
環
状
自
動
車
道
山
県

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
現
実

味
を
お
び
て
参
り
ま
し
た
。

企
業
誘
致
等
、
市
の
受
入
れ

対
策
・
都
市
計
画
を
積
極
的

に
進
め
る
べ
き
時
期
に
来
て

い
る
と
思
う
が
、
国
交
省
工

事
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
市

の
対
応
対
策
状
況
を
問
う
。

　

東
海
環
状
自
動
車
道
の
整

備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
東
深

瀬
地
区
に
お
い
て
は
、
現
在

予
備
設
計
及
び
ボ
ー
リ
ン
グ

調
査
を
進
め
て
お
り
、
こ
の

結
果
を
基
に
、
来
年
度
初
め

に
は
、
地
元
説
明
会
及
び
地

元
と
の
協
議
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

西
深
瀬
地
区
に
つ
い
て
は
、

測
量
説
明
会
が
終
了
し
、
本

年
度
測
量
業
務
を
発
注
す
る

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
道
路
の
開
通
を

見
据
え
、
現
在
企
業
誘
致
の

た
め
の
土
地
利
用
の
見
直
し
、

企
業
立
地
促
進
条
例
等
の
整

備
の
準
備
を
進
め
て
お
り
、

事
業
の
進
捗
に
あ
わ
せ
、
企

業
が
進
出
し
や
す
い
環
境
の

整
備
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

東
海
環
状
自
動
車
道
開
通
に
よ
る
対
策

 

杉
山
正
樹　

議
員

問
積
極
的
に
企
業
誘
致
を
推
進

梅
田
基
盤
整
備
部
長

答

　

国
道
四
一
八
号
の
整
備
率

は
四
十
％
と
低
く
、
特
に
笹

賀
以
北
で
は
災
害
に
よ
り
道

路
の
被
害
が
心
配
さ
れ
る
危

険
箇
所
も
多
く
、
迂
回
路
の

な
い
地
域
で
は
通
勤
・
通
学

に
不
安
が
い
っ
ぱ
い
で
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
を
解
消
し
市

民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
づ
く
り
を
目
指
し
、
早
期

の
整
備
を
求
め
ま
す
。

　

国
道
四
一
八
号
に
つ
き
ま

し
て
は
、
現
在
、
中
洞
工
区

を
中
心
と
し
て
、
整
備
を
進

め
て
お
り
ま
す
。

　

笹
賀
以
北
に
つ
い
て
も
、

毎
年
県
へ
危
険
箇
所
の
整
備

を
要
望
し
、
田
栗
（
水
棚
）

地
区
に
お
い
て
工
事
を
実
施

し
て
お
り
、
葛
原
市
井
地
内

で
は
測
量
設
計
・
丈
量
が
終

わ
り
、
笹
賀
か
ら
田
栗
間
に

つ
い
て
は
、
県
に
お
い
て
北

消
防
署
西
側
四
百
メ
ー
ト
ル

を
調
査
・
測
量
し
、
検
討
が

進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、

市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、
引

き
続
き
早
期
整
備
を
県
に
要

望
し
て
参
り
ま
す
。

幹
線
道
路
の
整
備
促
進
を田

垣
隆
司　

議
員

問
早
期
整
備
を
県
に
要
望梅

田
基
盤
整
備
部
長

答
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子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

現
況
と
幼
児
の
事
故
防
止
に

チ
ャ
イ
ル
ド
・
ビ
ジ
ョ
ン（
幼

児
視
野
体
験
メ
ガ
ネ
）、チ
ャ

イ
ル
ド
・
マ
ウ
ス
の
活
用
を
。

病
後
児
保
育
の
実
施
を
。
中

学
三
年
生
ま
で
の
乳
幼
児
医

療
費
の
拡
充
と
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
に
助
成
を
。

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

現
在
相
談
、
幼
児
サ
ー
ク
ル

な
ど
の
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。チ
ャ
イ
ル
ド
・
ビ
ジ
ョ

ン（
幼
児
視
野
体
験
メ
ガ
ネ
）

及
び
チ
ャ
イ
ル
ド
・
マ
ウ
ス

の
活
用
に
つ
い
て
は
、
母
子

健
康
手
帳
交
付
時
や
講
座
の

中
で
Ｐ
Ｒ
や
体
験
学
習
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

次
に
病
後
時
保
育
、
乳
幼

児
医
療
費
の
拡
充
、
子
ど
も

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
助
成

事
業
に
つ
い
て
は
今
後
十
分

な
協
議
・
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

 

尾
関
律
子　

議
員

問
子
育
て
支
援
の
充
実
を
め
ざ
し
て

笠
原
保
健
福
祉
部
長

答

　

美
山
の
西
玄
関
口
と
も
言

う
べ
く
、
県
道
神
崎
・
高
富

線
富
永
相
原
地
内
の
道
路
は

通
学
路
を
兼
ね
た
重
要
道
路

で
あ
り
、
そ
の
一
部
が
狭
く

て
最
も
危
険
な
場
所
と
危
惧

さ
れ
て
い
ま
す
。
富
永
や
以

北
に
至
る
青
波
・
美
山
北
部

の
住
民
の
要
望
に
応
え
て
早

期
改
善
を
。

　

富
永
相
原
地
内
の
県
道
拡

張
工
事
に
つ
い
て
は
、
一
部

未
改
良
部
分
を
除
い
て
現
在

の
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
該
部
分
が
未
改
良
と

な
っ
て
い
る
原
因
は
、
一
部

土
地
所
有
者
の
同
意
が
得
ら

れ
て
い
な
い
こ
と
に
よ
る
も

の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

土
地
所
有
者
と
は
、
用
地

取
得
へ
の
理
解
を
得
る
べ
く
、

今
後
も
継
続
し
て
交
渉
を

行
っ
て
参
り
ま
す
。

　

本
工
事
は
県
工
事
で
あ
り

ま
す
の
で
、
毎
年
継
続
し
て

県
へ
働
き
か
け
を
行
っ
て
お

り
、
今
後
も
県
に
強
く
要
望

し
て
参
り
ま
す
。

富
永
相
原
の
一
部
県
道
拡
張
工
事
に
つ
い
て

 

後
藤
利 
　

議
員

問
県
に
対
し
整
備
を
要
望梅

田
基
盤
整
備
部
長

答
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今
年
の
夏
は
記
録
的
な
猛

暑
で
遅
く
ま
で
厳
し
い
暑
さ

で
し
た
が
、
皆
様
方
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

東
海
環
状
自
動
車
道
も
西

関
イ
ン
タ
ー
ま
で
工
事
が
進

ん
で
来
ま
し
た
。
山
県
市
で

も
東
深
瀬
で
ボ
ー
リ
ン
グ
調

査
、
西
深
瀬
で
は
測
量
が
始

ま
り
ま
し
た
。
山
県
イ
ン

タ
ー
の
完
成
は
本
市
の
将
来

に
欠
か
す
こ
と
の
出
来
な
い

喫
緊
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。

我
々
議
員
も
一
丸
と
な
っ
て

早
期
着
工
に
向
け
て
頑
張
っ

て
ま
い
り
ま
す
の
で
ご
支
援

の
程
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

文
責　

谷
村
松
男

編
集
委
員

　

田
垣
隆
司
・
谷
村
松
男

　

藤
根
圓
六
・
村
瀬
伊
織

編

集

後

記

　

全
国
で
年
金
の
ト
ラ
ブ
ル

が
大
き
な
問
題
に
な
り
、
市

民
に
は
不
安
が
尽
き
な
い
。

　

で
き
る
だ
け
住
民
の
不
安

解
消
の
た
め
の
方
策
を
す
べ

き
。
そ
も
そ
も
、
市
民
の
年

金
が
い
い
加
減
に
さ
れ
て
き

た
こ
と
や
時
効
に
つ
い
て
、

市
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　

社
会
保
険
事
務
所
職
員
に

よ
る
年
金
記
録
相
談
を
七
月

十
一
日
と
、
八
月
二
十
八
日

の
二
回
開
催
し
た
と
こ
ろ
、

百
五
十
人
の
相
談
が
あ
り
ま

し
た
が
年
金
記
録
に
訂
正
を

伴
う
事
案
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

年
金
記
録
に
つ
い
て
市
民

の
皆
様
に
安
心
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
Ｃ
Ｃ
Ｙ
や
広
報
紙

な
ど
を
活
用
し
、
社
会
保
険

事
務
所
の
「
ね
ん
き
ん
あ
ん

し
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
の
Ｐ
Ｒ
を

行
っ
て
参
り
ま
す
。

　

時
効
に
つ
い
て
は
、
年
金

記
録
の
管
理
に
対
す
る
国
民

の
信
頼
回
復
に
向
け
て
、
年

金
時
効
特
例
法
が
今
回
新
た

に
制
定
さ
れ
、
救
済
制
度
が

設
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

税
金
や
料
金
な
ど
の
徴
収
と
公
務
員
対
応

 

寺
町
知
正　

議
員

問
正
確
な
事
務
処
理
で

松
影
市
民
環
境
部
長

答

　

こ
の
制
度
は
、「
高
齢
者
の

生
存
権
破
壊
を
も
た
ら
す
無

慈
悲
な
制
度
」
と
強
く
批
判

さ
れ
て
い
る
。
条
例
制
定
を

前
に
、
年
金
か
ら
天
引
き
さ

れ
る
医
療
保
険
料
の
試
算
額

を
知
ら
せ
る
な
ど
し
、
制
度

の
高
齢
者
に
与
え
る
影
響
を

良
く
把
握
し
、
高
齢
者
の
医

療
と
福
祉
を
守
る
た
め
の
条

例
制
定
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

い
か
が
か
。

　

こ
の
制
度
は
、
老
人
医
療

が
増
大
す
る
な
か
、
負
担
と

給
付
を
明
確
に
し
、
高
齢
化

社
会
に
対
応
す
る
制
度
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
「
老
人
保
健

制
度
」
は
市
町
村
が
主
体
で

し
た
が
、
高
齢
化
に
伴
い
老

人
医
療
費
が
増
大
す
る
な
か
、

保
険
財
政
の
安
定
化
を
図
る

た
め
、
県
内
全
て
の
市
町
村

が
加
入
す
る
「
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
」
が
設
立
さ

れ
た
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

医
療
は
自
己
負
担
分
を
除
い

た
公
費
が
約
五
割
、
現
役
世

代
か
ら
支
援
金
が
約
四
割
、

被
保
険
者
か
ら
の
保
険
料
一

割
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
ま
す
。

現
在
広
域
連
合
で
は
条
例
の

制
定
に
向
け
準
備
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

七
十
五
歳
以
上
の「
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
」 

中
田
静
枝　

議
員

問
岐
阜
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

で
検
討 

平
野
市
長

答


